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インドにふ、ける食糧自給の可能性

I ；主えがき

インドの食糧生産1-J: 第 3 次 5 カ年言1-f~il (1961／山

～65/66句つの開始以降不振をつづけ，長年来慢性

化して失穴食糧不足は， ますます深刻化してきfて

が， 最近ii:各地1-_t工作j（騒動ιド件が頻発す乙fこいfこ

り， 今後の食糧対策が懸念されている。アジア経

済研究所長期成長詞：T主室は開手rt37年，：18年両年度

にわた刊で行なった『アジア経済の長期展望』報告

(; ]'_ 1 ）を本年7月仁会資したが換業部刊の展望にお

いては， 東南アうア諸国の食埠不足vt将来深刻化

する可能性が大き〈，もし1960年代に1950年以降

：ハ実績を大幅にf--J,ijる食糧生時一の成長率が達成さ

れないと， 1970年には域内で約1700万トンの穀類

不足が生じることを指適した川｝引。将来円アジア

i也域における食過不足深刻化については FAOむ

問様な予測を行なっている（／f'3）。もちろん，有効

J需要は供給条件や1ti入能力に上り制恥され， 実際1

には 1人当たり消費量の頭打%という形により，

これだけ一大きな不足は輸入？広要として表面iこはで

ないであろうが，食糧不足は根強く潜在すること

になるr 三の1700万トンの穀類不足のうち半分以

l二の系＇］］ 11（）（）万ト＞ i；ノンド；こ－ ）いて， t1－約490一｝｝

トンはパキスタンにつし、て予測される不足尾で、あ

る。つまり域内の食糧不足itイン Fどハキスタユ

に集中され， この 2国を別にすると東南アジアの

食糧事情it楽観的た見通しに変転し汀♂玄うので

ふる。このことじ，将来アジ fの域内協力体策ljの

：長行 1'11 ；：台湾

確立ヤアジアの経済統ft化を考えお場合，北；平；に

重大な問題を提起してこよう。

主it fアジY経済の長期展望』の斡定報告書がで

きたとき， 1970年における大幅な食糧不足の可能

性一一特にイ Lドの食糧不足増大の見通しーが

問題点のーっとなり，民望値がきびしすぎはしな

いかとの論もあった。 ことにインドは第3次5カ

年社i出i最終年次（1965/G（》年）において長年来の悲

願である食糧自給達成を最大目標のーっとしてか

かげ亡おり，［970年頃にはかなりの輸出余剰さえ

も／勺H1珂であ p , fょ。 インド農産物長期需給展望の

決定版のーっとなったインド応用経済調査会（一一

National Council of Applied Economic Researd1）の

報告書事においても同様なごく楽観的推計値が出さ

れてL、る川4'. 1962年9月～10月にニューヂけー

で闘かれた「FAQ農産物需給予測に関するアジ

ア・極東専門家会議」（汚5）においては筆者が報告し

た 1> Iごの穀類生産展望｛肢は低自にすぎると L、う

批評がインド側代表の人からあったが， しかしま

た，Jj1tij委員会わNCAERの生産予測航のほうを妥

当とする確言もなかった。当方としても作業期間

と人問数の制約が大きく，予定してし、た生産関数

に i：己分析たど合完了できなか~，たので， ( > Iご

関係機関の意欲的展望値を大きくド回る数値を採

択寸ること仁問題点はあ－，た。しかし 1965／隔年に

自給自足を達成し， 1970/71年までには大量の輸出

余剰をもっとし1楽観的展望は立与しても是認し

がたく，すでに示したとおりの結論を出した。しか
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Ⅱ　問題点アプローチの方法と使用データ
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し、そのイモイ ンドIJ＞食糧不足はますます令、迫化し，

1964年には第3次5カ年計画最終年次の食種生産

I l際は言十11rIT委員会によ：J 1 割減にり1き下げられ1~

f第日表〉。また第3次5カ年計間最終年次の食櫨

l'l件はお 7,/p, :ri ；）次5 }J年計i両力会終勾 15•: (J 97九／

761:f二）においても400万～500万トンから‘慈くする

どりの0万～10007jトンの不足 （t工t'L百努lj ＂守む）？を

けiすおそれがあると土が指摘されるようにたって
えたOt6,

でつ•f土イシドの食糟自新化ははたして可能である

のか。もし可能ならそれはいったL、いつ頃可！？をと

，＼；：ので点ううかごまたそのたJれにはfレパくと 4

どれだけの条件が必要なのか。本稿の粗いはこの

制担への7プローイにある～食慌自給化はインド

経済成長加速化の第1条件であるとともに司 アジ

ア域内協力→経涜統合のあり方全決定すイy重要点

鍵となることは， アジアにおけるインド経済の総

fj~t't'.J大きさがらて存易lこ判断できるでお） ；うう c

GI, 1) 『アジア経済の長期限中』（アジア経済研究
r：：，司研旬色、考資料第68!;1;:)

CH: 2) r,rJ上冷7, 172, 206ページ。しかし1960年

j 1寸：：はL，，てか：)'ill .W,1ioを正！ ιい乙タ fに・ 11，、

て再倹討を力11えると， 1970年の域内不足院は約1開。ri

1ンに刊する。 lf!'Iは枕Ir'：，「アシア伝探究ぷ萄.J）；＇.＇＇.’！＇f

物需給良県ム『ノーシ 7経済』，第5＼：主務$γ；, 19印船

穴参照べれたい

Ul: 3 , FAO, .¥grimlt11ral C川11modit i, ・s F打：ii'1

tions for 1.970, 1962.これによると，向上穀翌日の／｜時

，！；，各国l; m済開ff11 tJ,'lとノリに苦Lt i，ノyえでの’火山
;f'tlf主の成長＇i之でW1/Jnしていくとすれば，計i」iι アヅ I)

中 Iじ1i(，ラ 〆・アノ lカのれドfl'ii告；，，~i,,I令：が

して深刻な紋＇fa（不足に il'Ui'ii し，そのイミ）J~ l!i:i:l: 1957～59 

午、11.Y1 ' ・ Kno Jj、／かC，‘1970年：つ土2制）（n;トンに：－：，

lる／， I ／.て’.，ふJ 1.,,:, tr.晴子・c;ii"・" i：ご;t;Lヤ

食料），；＇／ )/[; 11 .f；；；がlilrt調にi主成されれば， こjl. l】の地域l.t 

1・1給自 ！： 1u,.域にた ）） もや＇ IよLわil ,:, , tU：手，＇j 先進i

問では小交をはじめとして穀類余剰が見通されている

に反＼本来t~芯主体：rj ミあ 7,. れ l摘発.iKrliJ が深川；’L

16 

殺掠l不足になる可能性が強いことは国際的重要問題什

なっ（ 1, iる。

（沌4〕 NationalCouncil of Applied Economic 

Research, Long Term I'r，りectinnsof f)円nandji,r 

and Suρ，ply of Selected Agricultural Co川川oditi1・s

1ソ(i（）～61tu 1975～7{i, 1964, pp. 8、 171.

(ii: ;i) れね［悶控詳述命食績t'-.i:業機織（FAO）の／；＇k：史

物需給予測に関するアジブ・板東噂：門家会議畿の報特J,

II アシ f絞済』， f持5巻市 i号お j、7f第3リラ］96,11ドを

君主!I.ιl

Ol: Ii) R. C. Agarwala and R. P. Si1】ha，れFood

in I nilia-Long-Term Perspective，” F.ronn川市 Wl'1'-

f:ly, lrlfli;i, Vol.父VI,N，予測，］l)(i4.

II 問閥点、アプローチの方法と使用データ

(1) 『アジア経済の長期展望』においてはインド

の食糧需給分析は豆類を除く穀類だけに限り， 立

た各品目につき FAOおよびインド政府公表の全

インド（All-India）ベースのデーケで分析している。

しかし本稿の生産分析ではインドにおいて重要な

れ給食提マある豆類を加え，食糧の生産と消費べq

態，経済的立地条件などの地域格差が大きいイン

ドを各外！日lj・地域別にそれそ’れの農業事情を考慮

忙入れて分析し， All-India一本で、分析することか

ら生ずる弱点を少なくしようと試みた。 この生産

分析は本稿のmでも説明してし、るが，『アジア経済

の長期展望』の場合と同様に実績すう勢の外挿方

止を用いている u,.7 l。ごの方法は農業生産成長率

が将来かなり長期にわたり著しく変化しなし、と考

えられる場合』こは十分有効であるが， 将来，大幅

な増産方策を計画している場合にはやはり生産要

点の投人効果（生産関数）に上る検討を必要とし

よう。

生産！主i数にノ）し、ては肥料とi整献を収量の説明変

数とすろ分析を現在試行中であるが， まだ完成し

ていなU、1/t8）。

(2) つぎに視点を変え，保健上必要な栄養水準



Ⅲ　需給展望の方法
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を達成するた治の食糧必需景の生産（自給化｝に必

要な条件を肥料， 濯j隊などの諸婆闘の投入効果か

ら分析し， fttll}自給イ七方策の具体的内容を検討し

た。ことでは，インドの農業統計調査研究所(Tnsti

tuk <>f Agricultural Research Statisti，、九三 yー・デ、

リー〕が試験議場ヂ－llを用いて行Ir..った推計資
料Oi'.9〕を利用した。

同需要分析につνてnインドヤ FAOの分析

上りも，品目別分類により詳細な『アジア経済の

長期展望』 η推F十値を利用した。 三の推計fo'Ul:,

需要分析の方法においてものべたよろにクロス・

セケション分析によって補足されるべきであり，

とのほうの研マl'.tまだト分完成Lていないが、 現

在までの検討によれば，本推計値は GNPや人口

などりえられた説明変数の条件下でほ， 玄ず妥当

tr..点を示しているを思われる。

(41 需給，：巧ンスの民望は以iニf11、（2）の生産予

額lj値.l:'(3）の需要予測値土の比較に［〉て行たわれ

ている（第rn表）0

(5) 展望，／）対象年次

インドの長期経済計闘では，すでに述べたよう

に第九次5力年三十画最終年次（1%.'i/fi6年）に食糧

自給化を達成し，第4次5カ年計間最終年次（1970/

71"-Tつには食糖余剰固となる計画である。本研究

で：t：：：.の事特に基づき、 1970/71 午における食糧

需給分析を中心とした。

(61 需給fl'i:c';!Jにおいご残されたその抱の問題点

（イ） 輸出入需要に関する独立した分析。

（ロl価格効果の分析ヮ

（ベ 消校：JU轡，所得分配の変化の需要に与え
る効築。

（二j需要における代替関係のより詳細な分析

（注7〕 イγ ドの著名な農業経済学者であるA・M・

グスロ教被（Professor of Economic旬、 Institute of 

Economic Growth, University of Delhi) (:t筆者も遊

学中に親しく指導をうけたが， FAO会議室（前記注5〕

において．イソドの農産物需給11（唱は地域別経済条例

の業異え了時患に入｝.I －ず！刊別に？？なう必要があろこと，

%~1すう理事の外挿といろ比較的簡便な手法もこの方法

で伝綜lJi.tが士科大す；：.－.とを指摘している。

(}l: 8) 肥料消＇t1(t品または雄総 11!1 積を~！IH月号E数とし

て収量との相関（時系列）分析を行なうと，いずれの

場合にも米との相関が高い。

(lt. 9 l Economic & Statistical Adviser, Ministry 

of Food and Agriculture, Gov. of India, Agricult1.ト

7・・alProiectiοns in India, Chapter III, 1963. 

皿需給展望の方法 (IUO)

l. 生窪予測に用いた方法

本稿のIVで用いた方法は， 原則として作付面積

と単位面積当たり収量の実頼すう勢を最小自乗法

により外挿し，得られた両者の推計値の相乗積で

生産を予測しようとした。 しかし生産の実績すろ

勢が収量上りも安定した線塑を示す場合には，生

産の予測値と作付面積の予測値から収量を逆算し

たr また実績すう勢が不安定でその外掃が困難な

ため， やむをえず現状から判断して推計した予測

位も少な〈なし、。実績すう勢を外挿する場合は町

で考察した州別農業事情に基~5 き外揮期間と関数

型の選出には特に留意した。関数型は直線y＝α＋

b人指数曲線 y=ab＇，変形指数曲線 y=abc',y= 

α十bぴ， 地物線 y口 α＋bt+ct2十dt3などを適用し

たがら選出した （y二 l長i積， i奴｛，＼または生産品， t=if二

数， a,h，八 ιfはパサメー伊ー〕。以上の検討の結果選

出された推計方法の洋細は， 第3表の推計方法の

欄に示されている t

2. 需要予測に用いた方法

(1) 回帰分析

ここで用いた回帰分析は原則として全国平均の

1人当たり消費量と 1人当たり GNP額の相関で

17 



Ⅳ　インド食糧生産の州別実績と展望
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需要のすう勢分析(2) 技術的手法と Lては時系列分析とクロイ了た J , fこ。

記（1）でもふれたが回帰分析に適用された関数型，

算出された相関係数の値， データの借頼性などに

問題点を見いだした場合に回帰分析により得られ

た結果を検討する有用な手法であると思われる。

適/-flされたすう勢関数型は生産のすう勢分析に用

ri]帰分析とともに各商品の l人当たり見かけの

これは上消~＇ Jr,ーのすご読すう勢分析を行なったが，

ヲ戸

」

二引士 l人当たり消費長と司 l人当たり GNPの時

系列データを変数とする時系列分析を行なった。

人口と GNPのデータは「アジア経済の長期展望』

に収録されているわれわれ独自の推計値を用いて

ミ－L・ケション分析が一般に！干h、られているが，

（第14表〕。また消費盤のデータも主に独自にいる

し九、し時系列分{11茂Lfこものを用いてU、る il'!l),,

直線，指数曲線，変形指

数民Ii彩；t，双曲線などを使用して検討したが，実際Iこ

は直線方組式 y=a+btが最もよくフィットした。

L、「〉れたものと同じく，第 iに十分な連続

- i/ (-') -1トン 7＂ル数がご

れれごi f：つぎの制約条件があるr

-'tと灯頼性のある時系列

下級穀類（雑穀）の需要予測(3) 

第2に需要関数型の中には，需要

に影響する所得以外の諸婆閣が含まれていても，

主にデータの欠陥によりこれを説明する変数を閏

く少ないこと。

高級穀類である米，小麦と下級穀類（雑穀〕聞の

代替関係を考慮して，（全穀類に一括して行なった

小麦およびト，'7モロコシの需需要l引IJ1i{() （米，

第:3

l二子iWI対象期間における l人労たり c;NPの成長

がが三〈微少であることなどであ乙《

数型の中に設定することが困難であること。

’安子iWH1h)＝＝雑穀の需要予測Hi直として杉じえした。雑

／二lf円単独分析ではよヤ結果が得l'）れなか，ふたの

で，この王子法を（1）および（2）の手法と併用し，各手法

により算出された数値を調整して結論を出した。

（十no) JiW，諦iのよT制nは『アジア経済の長期供中』
（，前記注 1），および』！市：；「アシ／プ低｜湖沼治問の於産物

給 ！］’12'11i ( 1liI記述2〕を参照。

(it'll) f東南アジア諸国の俊・≪i旅物ハランス表』
（ア／つ経済研究所参考資料第49佐，fl二j反れ仔行lと谷ill

雑穀穀(I)'dif'主要分析はデータの不足が特に大きく，家計支出

テータにより消費人口世帯を階層別化して分析す

るクロス・セクション分析と合わせて行ない，｜両者

の結果を相互検証して結論を出すべきであるが，

既述のとおり今回はまだこれを完還するまでにL、

Lたがってこの時系列分析の結果｛仁

｝て hない（インド仰！の需要分析はほとんど家計支4ト，

ヲ二をrnいてャる。も'I l午、一々 に基づくクロス・（＇ケ

Hii沼資料（il: 4 ）そか！（円。OU2〕

九ろんツロス・セクションは午、ーケに！；之，；間約は比較的

少なL、が理論上の問題点Ii:iJとしてJレたく t，旬、〉付1°12)0 

しかしそのかわりつぎにのベる（2）および（3）の手法

により時系列分析の結果を補足，再検討したの インド食縄生産の仲間実績と展望

小麦作地帯およ

消費!f;IJ態、也市郊の

孔f

インドは地域により米作地帯，

U雑穀11地帯の害rn・が異なり，
との主要生産-lU:11)),J、麦食とし、うように、米食、

またチH)JIJ農業事情の

インドの需給分析は

穀主uにより規定されている。

問帰分析の需要関数型！は次の竺つを選んだの

（，，ケ）
( I／三三b)

（乙，~J)

(x= 1人当たり所得， y=l人当たり消費量，

¥' ccてa-J-bx

log y士 a+blog x 

y=a+b log x i
 

／
 

したがって，

地域別事情をできるだけ考慮して行なわれるべき

差異も著しい。

奇＝需要の所得弾性値， a,bはパラメーター）

18 
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でうこ二ではまず州別・地域別生産，函稽，収量の

時系列データを作成し， また現在までに現われた

イ十｜別農業事情を分析し，11:1人 これ（）の資料に主主イ

いて生産の展望を行なった（内14）。

1. 農業生産成長率の品ltl別格態とその要因

(1) 州別格差（第1表〕

（イ） 1952/53～61/62年の実績において，高度

成長の州はパン’ジャ／，マドヲス， M.P.,

マイソーノレ， ピノ、－！レしつs,J十！

（ロ） 中位成長の州：t, 弓ジャスタン，マハラ

シュトラ， ケララ， U.P., A. P.，グジャ

ラトの6州。

川低位成長の州は， アッサム，オリッサ，

商べンガル，など東部3州で，特に西ベン

ガ／レは最低位であろけ

2. 拘i別格差の要因

( 1) 濯瓶と毛作

（イ） 高度成長の5州では，延J言語面積は1960/

61年に 1億4100万エーカーで， IHMの延播

種面積の38%を占める。また， 5,J+Iでは瀧

i保面積の増加は， 毛作可能面積，延播種面

積，生産の増加をな 1 ている三とがつぎの

データから明ちかである。

di!；瓶・播種・毛作市積成長率（1%2/53～62/63年）

i:':irf.r成長の日十11(%) 他の9』＋［

延濯淑面積 十23.R +17.1 

延播穏而積

:f;作i百i積

十12.1

ト42.5

1 9.6 

ト::l!.G 

（ロ） 毛作面積は 1952/53～61/62年にパンジャ

ブでは2倍以上に， マ！？っス十60%、マイ

ソ＿，レ十40%, iv!. P.ート：10＇＇んどハール 1

20%と増加している （f也の・JI！で顕著な例は，

マハラシュトラ＋57°も，弓シャスタン＋66%，グ

ジャヲト+65%）。

付パンジャブとマドラスの電化農村は全農

村数の約半分に達し， 電動i警殺ポンデに投

守、ぺていることと， マドラスの無料送電サ

ービスの効果なども大きし、と思われる。

(2）肥料

1960/61年の窒素肥料（N）消費量

（延矯種両積1エーカー当たりポンド。カ、ソコ内

i士ヘクタール当たりキログラム）

マドラス 3.0(3.4）ケヲラ 2 0(2.2)* 

・,7 ｛ソ－1レ 1.0(1.1) /¥. P. I 8(2.0) 
I ハール 0.8(0.9) アッサム 0. l 

パンジャブ 0.7約.8)* （；！，院長ぶ；；之ョン）
孔1. P. 0.3(0.3) 

付） パック・ヂータが不明で詳細はわからぬ

が， 単位面積当たり肥料消費水準では全イ

ンド最高のマドラスを筆蹟に大体高度成長

♂）：）イf

（ロ） A. P.列－｜（要注意の1+1)一一1952/5:s～61/62

年における延謹瓶面積と肥料消費量ともに

大きいにもかかわらずー農業生産成長率は

年率2%以下の低さである。

(a) 延港紙面積は6200万エーカーから8600

万エーカーに増加（＋38%）してU、るが，

毛作面積は 1952/53～60/61年の間に2330

万エーカーからわず力る25507jエーカーに

（ト10%）増加しただけで，延播種面積も

27席。万エーカーから， 2920万二仁ーカーに

（十 5%）増加しただけで， A.p _,J+Iの耕

地は 1956/57年のピーク以後， 1960/61年

まで 150万エーカー減少している。

(h) 肥料消費水準は，ケラヲとマドラスに

次く高さで， 1部0/61年 N2 7i 4000トン

（延播種面積エーカ一、＇＇ 1たり 1.8ポンド）で

1961/62年3万7000トンになって」、る。

(c) A.P.州の濯概施設と肥料投入は主に

米と甘蕉の生産成長率に効果を与えたよ
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A. P. iま，食糧では好調

今後の農業計画

今ヲラ， l:'・.，、ール唱

だが非食糧では不調であり，

(2) 1952/53～位／62年tこ米！っt.66%.ろで，

しかit蕉＋9.33%の年成長率を示した。

では特に非食器にもカを入れる必要があるー綿花の年成長率は＜l.86ど‘

これがひびいて農業生産全体

L落花生，

--1. 24で， U.P.，ラジャスダ・ンは，逆に

非食糧が好調で，食糧では不調である。

マハラシュトラは食糧， 非食糧の両者にお

グジャラト，(3) 

Cl年成長率は1仰%｛ことどまってL、石

州別主要品目グループ（賎業生産、食糧，非食 (4) 

いご中庸の成長率を示しアァサムオリア）す，

荷ペシガJ［.，は両者とも抵伏成長率を示すの

3. 

糧）生産成長率（1952!:i：，～61/(i2年）

食糧ではマイナスの西ベンガyレとグジャヲ

ト（ •• ~ ft注意を要する

州別品目別生産成長率（1952/53-61/62年〉

米

ま戸士、小Mによっては食州別格差が大きい勺(II 

(5) すなわ糧と非食糧との成長率格差が大きい。

4. 

(1) 

ザジャヲトと西ベンガゅの成長〆与は手i：食

）慢では＋7.o:1%と十8.48%で低くないが，食

糧では－l.12'::'.-0.21でともに最依であろ

A. ？とオリッサは非食糧において一1.06,

九，

全インドの米生産のシェアの最小川、｜のパ

ンジャつは最大の米生産年成長率（十11.25

（イ）

食慢ではア、ノその｛也、'-0.:nととてに最｛氏

シェアの最大州西ベンガルは%）を示し，サムの＋0.40%からパンジャブの十4.57%,

民ノj、のif.成長率（十O.lfi号ら）を示九2ン手ャ非食糧ではケララの 11.82｝；；がら，

全米

作而積におけるj量殺面積の比率は30%以下

である。他方，パシジャヅは米作面積の72%

が灘概され， 1952/53～61/62年における米

作mi積の拡張率が大きいc

西ベンガルの米作は，うた水依存で，（ロ）ブの＋8.96%と州別格差が著しいが，全体と

L、ずれの品目でも全イシ戸平均f1{1

バンジャブとマドラス 2十｜・｜だけ

マイ、i-JL.,マドラス，パンジャブ，

は，

上り高いが，

して，

恥,Lp 

非食糧の｜両者に才jL、て p；ラン三山が，食糧，

他の米作成長率の大きい州の濯概米作面レオとれた成長率を示している。
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U.P.，ラジャスタンは計9.3%のシェア（ロ）マドラ

は天水

マイゾール 61%,積／米作面積は，

-3.09とご

く不振である。

グラム豆（インドの豆類は大部分がグラム立で

ある）

年成長率は－2.13,を持つが，

(4) 

A. P. 93%である。 U.P. 

依存で上記比率も 12%だが米生産成長率は

大きい。

ス92%,

マイソール，ド.， A. P.，マドラス，u lニ）

ラジャスタンは最高の年成長率＋14%を（イ）ピハーノレ，ノミンジャブは，M. P., 一フ一フケ

（／）耕地の大幅な増加と収量の急速な改者に

よっている。

パンジャブと恥1.P.も＋4.93%,+:3.80% 

と高度年成長率を示してャる。

ビ、ノ、ールは十1.35%の低成長率である。

同州ガンガナガル地帯の豆こオlは，示す。全インド米生産の62%を占めるが，米生産

主r成長率は全インド平均よりも高L、ω
麦、l

 
’ノ(2) 

（ロ）U. P.は全インド生産の；i分の lを占め

第1位だが，年成長率は全インド平均十

4目24%に対して＋2.1%の低水準にある。

（イ）

川

U. P.は全インドの27.4%のシェアを持つ

が，年成長率は－0.32%と不振にある。

1970年の食糧生産・。•Iii別展望

2｛立（全インドの22.9%)生産シェアでは，（ロ）

:3位のノミンジャブの年成長率は十5.5:1%,

5. +5.:39% （全インドの5分の l）のM.P.は，

以上の州}.llj農業事情を考慮、に入れて行なった，でともにインドの最高水準を占める。

HJ70年の食糧生産の州別・地方別展望の内容は第

その詳論は紙数の都合上省、5表のとおりである。

ラジャスタンとマハラシュ卜ラは十：-l.59

%，十：l.39%と中位の年成長率を，ビハール

は＋1.38%とご《低位の年成長率を示す。

ジョワー／レ

ドサ

全国平均の1本のデータだ

けによる展望値よりはかなり高目の結果になって

'' 0。1960年代の食糧生産の州別成長率展望値を

略せざるをえないが，

(3) 

ラジャスタン以外はU. P.，マイソール，（イ）

%
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Ⅴ　食糧必需量生産のための方策

1965010024.TIF

1人111当た町；食滋入手可能；ほと最，］、限度必要量

A現在の入手
可能量在
日指数

.m 3表はEJSコ／53～oLo~年の尖絹の場合と 1,,j様に高度成

長率を持続しきわめて有望であり，ラジャスタン， IB最小限度必要量
g 指数
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菜
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1：争

W: 
肉
：魚

rL 安』 M, 
動物・航物油脂

II 
,, 
'"' AιP. Iまやはりケラ子、 lI.P.,マハランュトラ‘

モ

1952/53～61/62年の実績の場合と同様に中位の成

？ッサム‘西ベンり、；I,,は依然とし長キを持続し、

て低位の成長率さと示すであ 7，？。 実.目！fL Jう‘し 19:10if代

には高度成長を持ったマドラスとビハールは今後

そ♂）北長速度治、純化し， J'[iにグシ γJトと ・.j-＇・＇ソ

サ（特に穀類）の成長率は急速に高まるものと予測l
125 2,370 

( i II 所） Eco口omicand Statistic;i ¥ Adviser, Mini-

ーtryof Food and Agriculture, Gov. of India, 

, lgrirnltural I’rojections in India, Sept. 1963 
よりf'11i'<

100 i 1.900 ! カロリ－A-,¥I・
全イ L ド合計＜／ J生産展望伎は全穀'kl）ががj

9560万トン，企立類約 15以）万トンであり，穀類は

必要呆小限度の生産（杭15）を達成しろ乙が豆顔につ

いては必要最，J、限の生産iii16）を大幅iこ下回ゐμJ能

さオしぐ）

これを自給化するにはどのような具体策が必要で

ここで斤jv、た実験農場のデ

とにかく利用しう

インド人口が保健上

ータには多くの制約はあるが，

るとの種のヂータを用いて，

あゐかを険討しfこU、。

必要とする食糧必需最とそれを生産するために要

施肥などの生産に影響を与えする方策を，濯i慨，

ゐ二i要因を中心lこ検討してみたい｛

食糠必需量と生産計画目標2. 

l '-l51年以降の各5ヵ午計画の第1目標はインド

インド人liの生

まず必要十分な栄養水準の確保

インド人口の故小限の必要栄養

熱量は2100～2370カロリー〔蛋白質分は61～67グラ

ム）とし、才〉れるが， 1956/57～58;59年平均の実績は

ベさ必要が感仁，・，れる。

（泌13) （出14) 統：；！？一戸のr,i11組h、 ←イン I-I/> 

l開業＇Jc.産を分析する場f午、全インドについては，（1)

EWl./50～61／出半（未確’内主山戸－ jl主人れれば1%2市1

年まで）の日午糸刈データがあるが， これにi'iめる各州

日lj ウ品イトを知りうる州別デ←タ l こ／ノいては句（~)1952/

5:JUI；干のも rl)iかなL、。本以におけ；：， 111 湖農業 ·j\'.i,'i•>

検討には（2）のデータをJjjし、た（！ポ資料は Economic& 

Statistical Adviser, Ministry of Food and Agriculture, 

（，川 《，£ India町 l 1川4,Draft、（；rott叫ん Hιit ... ，ザ，¥gri-
cultural 1’roduction (.l.ll-India and States＞かi｝と
った）。 1970年巴民主！ /1／（に J J l、ては入子！えた7一戸内

科，：1;1j約上， Iリ57β8年I:《i（＇，年）以降υイータペIllt、

た。 4の詳細は『インドの食樋生産・州i別民事』（ア／

ア経済研究所長期成長調it室ms内町粁 No.9, !'111えお

よ行111崇彦） I収録さtl : '・ ＇る9

立類の増産対策（目17）には特に留意す性が大きく，

11c11tの生括水準の向上であるが，

活水準の向上は，

を怠味してL、る。

、，
」1900カロリー（蛋白質分は49.3クルヲム）である。ο， 第 4,(tU5) (J:tH:i) （出17）本稿のVd〕（｛｝），

6, 8, 10, 11の各炎を参照。
また菜

食主義人口（I）蛍白源の主体はli類と牛乳である。

この力ロリー水準と蛋白質量一一特に動物性蛋白

れらのカロリーの60%以上は穀類依存で，

食制必需量it，メトのための万策

「 i土，保健上必要な栄養水草からも＼JJI際的水’ff 

V 

食糧必需盤自給化の面からのアプローチ

つぎにインド人口が保健上必要とする栄養水準 ここに改めて強調す準からも著しく低いことは、

ふヒCもなかろう（ィl18）リt j二を維持するためl’要寸ろ食栂はとれ／二けか，

アよ



したがって，第1次以来のー速の5カ年計画は， ！開拓して耕地化することも，牧草地を開拓して現

少なくともこの最低限度必要栄養水準をみたすだ l在でも不足である牧草を減少させることは， 治水

けの食糧を健保する条件を作るべく必死の努力を lや畜産食料品供給の見地から危険と考えられてい

継続しているのであるC その生産目標は一見野心 ！ る。結局，今後耕地拡張にはあまり期待できない

的に思われるかもしれなし、が， 第5表に示される

ように， この最小限度必要栄養水準を実現するた

めには，たとえば第3次5カ年計両〔L961/62～65/

66{j・）の最終年次？とでに，穀類は19fi9/f50～til/6三年

平均水準の約22%増（81407iトン）， l}~ は約 75'Yr，増

(2100万トン）の年生産を達成しなくてはならない。

これに対して第3次5カ年計画の目標原案は穀！Ji

84:m万トン，豆類 17:lO万トンで計約1億トン。こ

れは農業生産の不振続きにより 1964年に穀類7700

万トン，豆類1430万トン計9140万トンに改訂され

てしまった（第4表）（li:19）。第5表の推計fill：に比べる

と第：1次5カ年末J十両までには， その最大日様で

あった最低限度必要栄養水準の実現をベースとし

た食糧自給は，達成不可能となったことがわかる。

もし第4次および第5次5カ年l汁酬に才J¥, 、て， 5(; 

5表に示す食糧必需量生産を達成しようとするな

らば， 第；i次5カ年計画l以降，各社・1同期末の生産

Iヨ標は 1000万～1200万トンずつ， また豆類は：mo

71～500万トンずっ迫力日的に；；1きl二げなくてはな

らない。つまり 1959/61年平均水準に比べると，

1970/71年には穀類＋37%(9180万トン），豆類＋98'}{,

(23707:iトン）， 1975/76年には穀類十55%( 1億0340

万トン），豆類十125%という大幅な増産をしなくて

はならなャことになる。

3. 食糧必需墨生産達成の方議

(1) 耕地の拡張

現在，イント‘には荒地（耕地化11J能なもUl），休｜剥

l也などがJ3300万へクターノレがあるが， このうちMt

1也化しうるのは 50万ヘクタール程度だけとレわれ

る。全イ〉ドの約20%弱を占める森林地をさらに

わけで，増産方策の主体はつぎに述べるように瀧

概と施肥による収量の増大と毛作面積の拡大によ

らざるをえない。改良種子や日本式農法によると

用産方法は 1970/71年頃まではあまり大きな効果

を期待できないようである。

(2) l離概

現在，瀧慨面積の80%は食糧生産用〔穀J!Jtn%,

iJJijj8%〕となっている。現存耕地1億3200万ヘク

タールのうち，約6500万ヘクタールが第5次5カ

年計画末（1975/76年）までに濯概される計画である

が，これが成功しでも，まだ耕地の半分はごく不

安定な天水依存耕地として残される。このうち

1970/71年までに620万ヘクタールが，また1975/76

年までにはさらに 810万ヘクタールが土壌保全の

施策に浴する計画jで，少々先の話になるが， 1985/

ぷ6年（第7次5カ年μ｜断末）までにが］4000万ヘケク

ールの非濯j陵地が土壌保全をうける計画にある。

二毛作地は延濃i慨面積の15%だが， 水のあまり

いらない豆類の裏作などに力を入れて毛作面積をと

もっと拡張する必要がある。

瀧i銃による食糧生産性（収量）の増加l分はヘク

タール当たり0.628トンと推定されている。

延濯i統面積拡張計画およびそれによる生産量増

加分は第7～8表のとおりである（注20）。

(3）土壌保全

「：壌保全による増産効果は「築堤」によりヘケ

ケール当たり0.085トン，北地農法でヘケターYレ当

たり0.171トンと推計され，これらにより期待され

る食糧増産分は第付表のとおりで，第3次5カ年

;lhtW中に；l8万トン，第4次5カ年計画および第5

23 
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Ⅵ　インド食糧需給の展望と需給バランス
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に土地改革， ；~：刻温織（／）変革，その他農村開発，d

i両ij(Community D引，elopmentProjects and National 

ExL伯仲l川1Servi,・c, l など lニ；~まれる，；t·1l女策がふりう

L、ずれもここで論じた農業投資の効ネを高め，

業開苑計画の埠と is.る重要f；.要因だが‘ これC，の

効果をd卜量的l二見併することはまどさかめてl:f!難

である。したが〆Jてここでは省略せiざるをえない。

CUd) イン i 人nのlLi l人当f,1 l'Y,j栄長11':!r,' 

に合まれる動物性首ピI質量；は 6.7グブム（13.6%）、＿Ht 

,:Iされる。先進国の場合は50%近くに注しており，小

人‘ l¥.J，月者な /' (L•：消費対？？行慮し〈工、イン i 人 l I 

l人1日当た（］換』午表示ゾノ動物性蛋r'.1'tl , I般紙10.ソノ

ムを致ーすると婚：iHされている。もちろん，インドの食

脅怖にIj:厳格な来ft主義足あけ，特仁r¥ifンf;JJ 11-1 );-, 

上LI‘._) Vース＇ 1:',1 ＼勺ま／－ > ＼・イナれ’（；＼1::1には）.！、く :l'l

河化し℃いる。 IJ:;j,;i!J例をみても庶民にはfーがでにく

1‘，；：， ｛＇：食はと l↑ i,i_本F，：でり i ，；ーやがJjf,Jl'l ll'i 1' 1 fi :ii i. 

む I_ • ＇低い場介己少なくれ、～逆に fン iや中'itゾ川、

h'•j f＼＇：泊、食•＂.る：－ r-r-111: :, f1111売fっi I ）／；•け〈これ

ま，＿， ／みるかじJに＂.；（ h白ff！勺氏物｝）11-・, ：、；h；級菜食料J'I↑
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¥ '''tよ活引I.)_.r,u）セ／プ、じ｛午らiI／・！＇［よ高級手 IIf,: J、I)i1 

カI'IJーと動物性ihr't'N.枇ではよ：付ーであろう。 しか！，

だからといってl局所件凶のセンスからはとて h人Ii日JII 

f.［物とは｝，＇iえない， Ht，下j吾氏しり食事をお級・t食や

平ii食よりも潟水昭和とはいえないであろう。このように

栄迩ノド咋ω分析には単にカロリーや動物性蛍山氏；国；だ

け ない同11{, 1費1＂／心との妥 i吋をM，視でJないが，
少なくと｛｝保健上必決JU小限の栄益水jlf!を下li!Iる食糧

不足の低所得凶の場合には蛋白質掛取識にJiめる動物

十iTi f'.1質：：i¥:.Jノlt率をわっこ，その人llの栄1¥'/j（司rを判

どしても五乏し文えなし、といえよす。

UU9) Preliminary Draft by Planningじommis-

SIO口（PerspectiveDivision), Gov. of India，λTotes 

on Per.ψ山 tiveof Development India: 19fjυ～（jl to 

I975～76, 1!!64, p. 45. 

( /1'20) di tf'f., 1彪lit＇.えよとの投ヘれミ訟は主仁%以役場

、あるが， i!Urはサンメル決i誌のけ刈りなどに jる尖ず

j滋締企もtj-なわれてきている。
( l-l::21〕 Nは護紙約百，，こ. P20，，はムHtiこ止くさに

；！］＇句、る。社 idi' d壬地に N/ P20るを似!llする。 一般差是t誌

はNの｛史川になれてさており，第5次5ヵ-4三，lll副以降

Ii 1'20, dノfJllllを普及3せる言iil!Jiである。

VI インド食糧需給の展望と需給バランス

血の方法論に基づく需要展望値いついては第12

表に示されるとおりで，米（精米） 5069万トン，小

ム21伸万トン， トウモロコシ 657万トン， そのf也

の雑穀234ら万トン，企穀類で 1憶owo万トンとな

るコ IVのナH日IJ生産展望総と全インド 1本山生産展

?.I irt'i:とを考慮した需給ノfランス ('l：米一：mo万～100

万トン， 小麦－400万～650万トン、 トウモロコシ
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Ⅶ　食糧問題と域内協力
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I】お. ,.::1 ,';1 f己OU4)p. 

（臼：22, ,1i1 ' （注20）大

C i-1:2:l) ilii ：，己 (il:4）なWi0

(il:24) tliJ ,iL¥ (ii: 6 ）会問。

VII 食糧11m11と域内協力

インドの食極問題は将来も長期にわたり， 議要

増加が生産土問加を上回り， ますますきびしさを加

えてくる ，，Ji主-I'七ポ大きく‘ 治ti：的不足を伐さぬ食

j陸自給化の達成は近い将来（少なくとも1970年主で）

にはありえないといわなければなるまし、。 これは

インドだIt,'>I/\Jh~ではなく， （也の食糧不足山｛＼＼閉

廷諸国に共J邑， I）悩みであることをわれ上れはJーで

に指摘している(tJ25）。先進幽からの食糧援助（例

P L480）も応急措置としては有効でも，長期的には

端入国i)lljしり生産向上と自給化→域内協力にはJ イ

寸スとなるおそれがあろう。先進諸国か「一｝の援助

も， 低開発諸闘側がそれをもとにして農業生産→

桂済成長を）JIIJ主化しうるだけの条件をもたt.cけれ

ば単なるft＇.、 Jぶしに終わ p亡しまう。 f'l 三't:）］の

弱い低開発諸国が今後できるだけ自力で経済開発

をおしすすめていくためには，一園内ベースで間

出を処理十るとリは地械協力山形で考えjこはうが

功呆的だといえよう。こ山地域協力の考え｝；はア

ジア開発銀行れどにもn体化され， 「でに多くの
論議が行なわれているので改めて述べる必要もな

28 

L、が，食糧問題にしとも地域内の食極余剰国とイJ

!t:l過がゲループ化して， 相互協力の国際分業体制

で解決に努めればより効果的であろう。 もちろん

これは農業問題にほド〉ず， 工業製品でも規模の経

済を唱考慮して相互に合意的分業ができれば経済企

理的な工業化が可能となり， 地域外への輸入依存

）比七「カ、iり，投資也効率化し亡こ仁川この域内

協力むり体制は， ）’ νア低開発諸凶がi'J分たちで11J

能なかぎりの経済開発体制をつくり，先進国の接

助をより有効に使い経済成長加速化の条件をつく

られ力年手段となるニとが期持されζ，m26l。

川一：25) tl ilic'. ( ii: I ) （注2）をどWI.。

(/1:26〕 以内協力わよび経済統合の問題は11/j和39il九

！立以降にわけるアジア経済研究所長期l記長調査室の研

'it'ノμ ジェクト，c＇なっている。

H 記〕 Vで，，iiじている食桜必・，；，；＿：ま（第5表） : t., 

第3去のとおり高・水産食料・娯取崩と比率の大幅な増加

を前提とする。これは保険 L:長少限度必~かつ望ましい
栄一長構成で，現在は総カロリーの60%は穀類に， 10%

:J •J 似に依存している。今後初年くんし、の伺に，沓・水

中：！の食料の比率を大脳に土持加するこ fご［よ£ずかしく，位

fu'｛，豆類ω実際の必需主主はもっと大きいであろう。第12去
の穀烈潟要I＆望似を l人1日当たりの人間消費笠（総1「j

'I'/以内12.5%減）に険りすると，本tf:j0) !J毛:'.11 ii/（では終J

,frjツノム（人11:,40, ] ;,5--f・人〕， NCAEI｛の泌望古IiC. ,t 

約400クラム（人lJ;i4：，λ約（｝千人）となる内
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全豆類 展望値の推計方法（1)
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